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垂井町立岩手こども園

今年初の雪が降り、「雪が降って嬉しい」と目を輝かせながら園庭にある雪を見ていた子ども
たち。「いっぱい降ったら、雪だるま作りたいな～」「雪の家、作る!」とたくさんの雪が園庭に
積もる日を楽しみにしています。
今年も残りわずかとなりました。本年はご家族、地域の皆様の温かいご支援、ありがとうご

ざいました。来年も子どもたちの笑顔があふれる日々となりますよう、楽しい園生活の環境作
りを行なっていきたいと思います。新しい年も、どうぞよろしくお願いいたします。

いつも子どもたちがお世話になっている方々に“いつもありがとう”の気持ちを伝えようと、
プレゼントを作って渡しました。「いつもおいしい野菜やお肉を持ってきてくれて、ありがとう」
「いつもお仕事してくれて、ありがとう」とプレゼントを首にそっとかける子どもたち。恥ずか
しそうにしていた子どもたちは、皆様から「ありがとう」「嬉しいよ」と声をかけていただくと笑
顔になりました。これからも『ありがとう』の気持ちを忘れずに過ごしていきたいと思います。

ありがとうの気持ちを伝えたよ

いつもありがとうございます。
これからもよろしくお願いします。



ひとり暮らしの方との交流

５歳児が岩手小学校の１年生と５年生と交流しました。初めはドキドキしていましたが、
お兄さんやお姉さんと話したり、伝言ゲームや手作りおもちゃで遊んだりと楽しい時間を過
ごしていた子どもたち。振り返りの時間では、手を挙げる小学生の姿を見て、子どもたちも
『話してみたい』『手を挙げてみたい』という気持ちになっていました。

クリスマス会に向
けて、クリスマス飾り
を作ったり、サンタさ
んへ手紙を書いたり
しました。『サンタさ
んに届くかな？』とワ
クワク、ドキドキ。後
日、お返事が届き、大
喜びの子どもたちで
した。

サンタさん、来てくれるかな？

小学生との交流

ひとり暮らしの方との交流をしました。恥ずかしそうに自分の名前をおじいさん、おばあさん
に伝えたり、顔をじっと見つめたりしていた子どもたち。ジングルベルの歌に合わせて踊ったり、
手を繋いで○×クイズをしたりしていると、おばあさんたちも子どもたちもいつの間にか笑顔に
なっていました。手を繋いだり、膝に座らせてもらったりと子どもたちにとって幸せな時間とな
りました。

＜５年生との交流＞

＜１年生との交流＞

サンタさん、
❤こども園に来てね


